
 

男女共同参画・ダイバーシティに関する委員会 

（平成 24 年度第 2回） 

議 事 録 

2012 年 7 月 6日 (金) 開催 

時 間 15:00～17:00 場 所 地盤工学会会議室 

桑 野 委 員 長 ○ 亀 村 ｵ ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ｰ ﾊ ﾞ ｰ ○ 工 藤 委 員 兼 幹 事 ○ 

浅 田 委 員 ○ 岩 瀬 委 員 × 杉 本 委 員 ○ 

山 口 委 員 ○ 野 崎 委 員 ○   

○：出席 ×：欠席 △：未定 

 

議事録担当者の選出 

 → 桑野(23-1, 24-2)→工藤(23-2)→浅田(23-3)→岩瀬(23-4)→杉本(23-5)  

 → 野崎(23-6)→山口(24-1) 

 

前回議事録の確認 【別紙‐1】pp.1-2 

 

【議 題】 

【報告事項】 
１．会員・支部部の動き（桑野委員長） 【別紙‐2】pp.3-5 
・ダイバーシティ促進のための会費減免措置が施行されて 1年となり、申請者累計が現時点
で約 230名となることが報告された。 
・これは今年度末までの時限措置であるが、現状の分析や今後の見通しに関する提案をすべ

きとの意見が亀村オブザーバからあり、本委員会で検討を開始することとした。 
 
２．土木学会動向(出版企画含む)(工藤委員、野崎委員) 【別紙‐3】pp.6-7 
・現在初校の構成中で、出版が当初見込みより遅れそうとの報告があった。 
・原稿をもう少し推敲すべき、地盤工学会や土木技術者女性の会のキャラクター(Dr.モグ、
ブタさん)を入れるなどして紙面に工夫を凝らす案などの申し入れを、編集協力委員を通じ
てすることとした。 

 
３．男女共同参画学協会連絡会関連報告（山口委員） 【別紙‐4】pp.8-11 
・大規模アンケート（第 3回）の準備を進めている。設問が研究者に偏っているので、地盤
工学会員に協力を依頼する際には工夫（研究者を抽出して回答を依頼するなど）が必要と思

われる。 
      
【審議事項】 
１．八戸大会(ダイバーシティセッション、サロン・土・カフェW、託児所)  
 【別紙‐5】pp.12-16 
・ダイバーシティセッションの段取り（ちらし、講演者謝金、アンケート等）を確認した。 
・サロン土カフェWは、現状で 20名弱（委員含む）。当日までもう少し各自集客に努める。
ワールドカフェ方式を採用し（ただしテーマは設けない）、一定時間(20分位)ごとに席替え
をし、自己紹介をして懇親を深めてもらう。 
・託児所は、数件の申し込みがある模様。 
  
 
 
  



 

 
２．夏の学校 【別紙‐6】pp.17-34 
・土木学会との共同展示ではなく単独展示の予定なので、夏の学校の事務局に訂正を依頼す

る。 
・全地連で、優れた教材を作成しているのでそれを利用する。関東学院大学から液状化実験

セットを拝借して利用する。 
。 
 
３．座談会 【別紙‐7】pp.35-36 
・ワールドカフェ方式を採用し、“地盤工学会の魅力向上の方法（若手会員を増やすには）”

というテーマで議論してもらう。終了後に懇親会を開催する。 
・参加者は各部の若手部員、学生など 20～30名を想定し、若手会員の選出方法について次
回委員会までに考える。 

 
４．その他 
・当委員会も 3年目となるので、スムーズな次期への移行のために、委員候補を各自探して
早い機会に委員会に参加してもらうようにする。 

  

５．次回開催日の確認： 9 月 20 日(木) 

           11 月 13 日(火) 

            1 月 15 日(火) 

            3 月 4 日(月)   (いずれも 15:00～17:00) 

 

 


